ザ J の 雑誌の 読者で ある 方々 くら い の 年頃の 少女の 生 

活は、 先頃まで は あどけない 少女 時代の 生活と いう 風 

に 表現され ていたと 思います。 そして それ は、 そう 言 

われる に ふさわしい、 気苦労の ない、 日常生活の 進行 

は 大人に まかして、 自分 達 は 愉快に 学校に 通い、 友達 

と 遊び、 すくす くと 生成して 行って よいと いう 生活 

だった と 思います。 けれども 戦争が 始まり、 特に 大東 

亜 戦争が 始ま つ てから 少女 達の 生活 も 大変な 変化 をし 

ました。 

家族の 中から 沢山の 人が 兵隊に とられて 生活の 事情 

が 今までよりも 困難に なった 為に、 家庭生活の 重みが 



が 破壊され るの を 黙つ てこら えて 行かなければ ならぬ 

というよ うな こと は 間違って いたので すから、 今日 そ 

の 間違 い を 認め、 そ y J から 新しい 生活 を 築き上げて 行 

くと いう ことこ そ、 生きる よろこび だと 思います。 

ところが、 そういう 明るい、 晴れ やかな 希望に 照ら 

された 建設の 可能 を 聞く 一 方、 実際に は 私 どもの 毎日 

の、 朝から 晚 まで を 満 している、 いろいろの 心配、 困 

難、 わけの わからない ことが まだまだ 決して 消えて い 

ない のです。 

まず 第一 に 食糧の 問題が あります。 男で も 女で も、 

年寄で も 子供で もみな 今日は 食べ る 物が 足りません。 



数年の 間の 生活 を 苦しい ものにし ていた 数々 の 困難 を 

解決す るた めに、 私たちの 力で 私たちの 生活、 若い も 

のに ふさわしい 立派な ものと して ゆく 力 を 養うた めに 

立ち上らなければ ならない 時 だと 思います。 近頃 r 自 

由」 という ことが 云われます。 自由と いう ことの 本当 

の 意味 は、 どういう ところに 在る のでしょう。 私たち 

が 風に まかせ 流れに まかせた 一 枚の 落葉の ように、 ふ 

らリ、 ふらりと 日を暮 す ことで しょうか。 決して、 決 

して、 そうで はない と 信じます。 私たち 一 人 一 人が、 

自分の こころもちと 行為と に 責任 を もって、 正しい と 

思う こと は 正直に 主張し、 正しい と 思う こと を 実行す 



る 方法 を 思いめ ぐらし、 そして 其 を 実現 させて ゆく、 

その 態度 こそ 自由と いう ものの 本体で あると 思います _ 

例えば、 食糧の 問題に しろ、 若い 純な少女 として、 

只 大人が 今して いる 通り を 真似て、 しかも 大人より 

却って 「心臓が つよい」 という 風に なって 行く しかな 

いもので しょうか。 

どんな 家で も、 親た ち は 子供が 心から 嫌がる ことに 

ついて、 平気ではありません。 何しろ、 うちで は 娘が 

いやがって、 ききません もので、 とお 母さんが、 何事 

かしょうと してやめ る 場合 は 沢山 ありました。 もし、 

今の 闇で 命 をつな いでいる ような 暮し を、 日本 じゅう 
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